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法、分詞構文も学ぶことになる。『VISTAⅡ』では、
疑問詞や ifで始まる節、比較表現、名詞を修飾する
分詞、知覚動詞、tell～ to do、使役動詞、関係代名
詞what、how to do、It seems that～、現在完了
進行形、形式目的語 it、部分否定、can be done、
関係代名詞の非制限用法、have been done、過去
完了形、強調構文等を学んでいく。
『VISTA』では、できるだけ運用度が高い文構造や
文法事項を、言語活動を行いながら学べる様に配慮
した。高等学校で初めて学ぶ事項については、典型
的な使用例のみに絞って指導することとしている。

（4）語彙の増加
新学習指導要領では、学ぶべき語彙が300語も増
えた。「コミュニケーション英語Ⅰ」では400語、Ⅱ, 

Ⅲでは各700語が新出となり、中学と高校を合わせ
て、これまでの2,200語から一気に3,000語を学ぶ
ことになる。中学既習語に上乗せする語彙は400語
で現行と変わらないが、実は中学での履修語彙がす
でに300語増えているので、『VISTA』で学ぶ語彙レ
ベルもどうしても高くなる。
『VISTA』では、本文の各ページの新出語彙数は、
人の短期記憶が7±2であることを考慮して、多く
ても9語までに抑えた。そのために、かなりの語彙
数の上乗せを本文だけでこなすことが難しく、速読
用の読み物として『VISTAⅠ』ではThe Little Prince

を、『VISTAⅡ』ではCharlie and the Chocolate 

Factoryを易しくリライトしたENJOY READING!

や、楽しんで英語に触れてもらうためのTake a 

Break!、また、巻末のUSE ENGLISH!表現集（VISTA

Ⅰ）や、SUDY IT! Useful Sentences［活用例文集］
（VISTAⅡ）にも新語が加えられている。
巻末のWORD LISTにも語彙学習のための工夫が
ある。辞書を教室に持参しない生徒が多くなり、現
場からの強い要望を受けて、簡単な辞書の機能も持
たせた。生徒が学んだ語彙をチェックできるよう
に、四角のマークを付した。語彙リストも活用する
ことで、新しい語彙を積極的に言語活動に使って欲
しいと考えている。

（5）英語で授業
学習指導要領に「英語で授業を行うことを基本と
する」とあるのは、教師が英語で授業を行うととも

に、生徒も授業の中でできるだけ英語を使用するこ
とによって、英語による言語活動を中心とした授業
の展開を期待していることを意味している。しか
し、生徒の理解の程度に応じた英語で授業を行う配
慮は重要である。生徒の理解度を把握しながら、簡
単な英語でゆっくりと繰り返して話すことで、生徒
が英語の使用に慣れるよう指導をしていきたい。も
ちろん、この規定は英語で授業を行うことの重要性
を強調するもので、授業のすべてを必ず英語で行わ
なければならないということではないことも確認し
ておきたい。　
小学校5年生から「英語活動」を通して英語に慣

れ親しみ、中学での言語活動を中心とした英語の授
業を受けた生徒が高校に入学するのは、2016年の
ことになる。それまでに、少しずつ英語での指導の
割合を増やしていくようにしたい。
授業中の教師の発話は大きく分けると、社会的目
的で使うもの、授業運営の目的で使うもの、授業の
内容そのものを指導する目的で使うものに分類され
る。まずは、社会的目的で用いる授業の始めと終わ
りの挨拶や生徒との個人的な話のやり取り、そし
て、授業運営の目的で使う“Please open to page 

10.” などのやり取りから、英語を使う機会を増やし
てはどうだろうか。『VISTAⅠ』には、Get Ready!

と題した教科書に入る前のPre-Taskの1つとして、
教師や生徒が授業で使う英語の表現を掲載してい
る。手始めに、ぜひここを活用して欲しい。

このように『新VISTA』は、生徒が英語の基礎・
基本を確実に身に付けてそれらを活用しながら学習
を進められるように、また、生徒の理解の程度に応
じて補充的な学習や発展的な学習もできるように
と、様々な配慮をしながら編集を行った。ぜひ、多
くの先生方と生徒たちに活用していただけることを
祈ってやまない。

はじめに

「役に立たない英語」─英語教材の宣伝が学校英
語を批判する際によく使う表現です。さらに、「英
語学習に文法は不要」というメッセージとともに、
学校英語を切り捨てます。
この宣伝文句を支持する人は多いかもしれませ
ん。しかし、『CROWN English ExpressionⅠ・Ⅱ』
の編集に際し、私たちは上記の考え方を拠りどころ
にしませんでした。私たちが出発点としたのは、「文
法は自己表現にとっての地下水脈である」という考
え方でした。「文法学習を礎として、英語による表
現活動に取り組んでほしい」という願いを込めて、
『英語表現Ⅰ』と『英語表現Ⅱ』の編集にあたった
次第です。
『英語表現Ⅰ』に文法の基礎編を配置し、『英語表
現Ⅱ』に応用編を追加することによって、文法項目
を網羅するという方針をとりました。下記の表に示
すとおり、基礎から発展への段階的指導が無理なく
できるという点に注目していただけるように、
『CROWN English ExpressionⅡ』の編集方針、題材
選択の基準、構成と各パートの到達目標を紹介いた
します。

編集の基本方針

『CROWN English ExpressionⅠ』に引き続き、新
学習指導要領の目標に即して、以下の2点を『CROWN 

English ExpressionⅡ』の編集の基本方針としまし
た。

（1） 日本および世界各地に住む人々の生活や文
化を可能な限り紹介することによって、“自
他の文化への目覚め”を促し、自己表現へ
の後押しをする。

自らとは異なる生き方・考え方に触れて、高校生
は自分自身の姿を振り返ることができるようになり
ます。そこで、他の国・地域に暮らす人々に関心を
抱き、異質な事物を正しく理解できるように導く必
要があります。他者を意識することによって、日本
の事物を見つめ直す視点が獲得できるものと思われ
ます。グローバル化した世界のなかで、自他の生活
や文化を双方向的に理解しようとして初めて、「積
極的にコミュニケーションを図ろうとする」意欲が
湧き出てくるものと考えます。英語教育の目標を「グ
ローバル・シティズンシップの養成」に置く考えが
ありますが、『クラウン英語表現Ⅰ・Ⅱ』の編集の基
本方針もそこにあると言えます。

（2） 大部分の生徒の母語である日本語を資産
（resource）とみなし、英文法を真正面から
取りあげることによって、“ことばへの気づ
き”を促し、自己表現への後押しをする。

母語（ENL）あるいは第二言語（ESL）としてでは
なく、外国語（EFL）として英語を学ぶ以上、目標
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言語の仕組みを意識的に把握する必要があります。
長い海外勤務歴をもつ私の同僚や友人は、「学習の
ある段階で、“きちんとした英語” を身につけておか
なくてはいけない」と口を揃えて言います。「事実
や意見などを多様な観点から考察し、論理の展開や
表現の方法を工夫しながら情報や考えを伝える」た
めには、高校段階で英語の文法を体系的に習得して
おかなくてはならないわけです。『CROWN English 

ExpressionⅠ』が、文型・時制から仮定法まで、文
法の基礎的事項をほぼ網羅するように編集してある
のに対し、『CROWN English ExpressionⅡ』は、発
展的事項を加えることによって重要項目の全体像を
提示しています。日本語的発想と英語的発想との格
闘のなかで、ことばの面白さや怖さに気づき、“表現
したい” という意欲が学習者一人ひとりに芽生えて
くることを期待して、編集作業にあたりました。

題材選択の基準

『CROWN English ExpressionⅠ』の編集の際と同
様に、以下の2点を基準として題材を選択しました。

（1） 編集方針（1）に則って、可能な限り世界各
地の文化・風俗習慣・言語・科学技術・自然・
地理・歴史などに題材を求めると同時に、
日本の事物についても英語で表現する際に
必要となるであろう題材を選ぶ。

本課レッスンで取りあげた世界各国関連の題材と
しては、ナスカの地上絵、アンネ・フランクの隠れ
家、ハワイの日系人などです。Speakingの課では、
ケニアの自然や都市などを取りあげました。また、
解説や設問の部分にも、世界各地に関わる例文を意
識的に挿入しました。たとえば、異文化理解の観点
からは、トルコの食文化に関するエッセイを載せま
した。自然・地理・歴史の視点からは、干上がった
アラル海、ポンペイ遺跡、考古学者シュリーマンな
どに触れました。社会問題としては、水不足などを
例文のなかに入れてあります。科学技術の側面から
は、スティーブ・ジョブズとコンピュータなどにつ
いて触れています。
一方、日本については、小笠原のエコツアー、コ

ンビニの夜間営業などを本課の題材として選択しま
した。Speakingの課は、現代日本のペット飼育事情
を取り扱っています。解説や設問のなかにも、伝統
的事物だけでなく、同時代的要素を含む語句も意識

的に配しています。たとえば、iPS細胞、介護用ロボッ
ト、放射性物質、英語の社内公用語化、『ワンピース』
などの語句です。

（2） 編集方針（2）に則った文法学習は、ややも
すると味気ないものになりがちなので、知
的好奇心を出発点として言語の学習に取り
組めるように、“生徒が飛びつきたくなるト
ピックで、しかも芯のある題材”を選ぶ。

文法学習を中心とするPart 1に配置されたトピッ
ク（「日本は水の輸入国?」「笑えばガンが治る?」な
ど）が、高校生の知的好奇心を刺激し、スムーズに
言語学習へ移行できるように工夫を凝らしました。
つまり、学習者の抱いている常識に揺さぶりをかけ
てから、イントロ文に潜んでいる文法項目に目を向
けさせるという趣向です。

Part 2やPart 3にも、ジョン万次郎の手紙、『バカ
の壁』などで生徒の関心を喚起し、本課レッスンの
導入がスムーズになるように工夫してあります。

構成と各パートの到達目標

『CROWN English ExpressionⅡ』は3つのパート
から成り立っています。各パートの構成・流れ・到
達目標は以下のとおりです。
Part 1　基礎編（センテンス・ライティング）
A. 構成
『クラウン英語表現Ⅰ』（文法の基礎16レッスン）
に引き続き、『クラウン英語表現Ⅱ』では、各レッ
スン見開き2ページ構成の10レッスンを、文法の応
用的項目にあてています。また、文法の定着を図る
ため、5課ごとにGrammar Profileを設けてあります。
本課の合間に、Speakingのレッスンが2つ（ス
ピーチとプレゼンの基本）設けられています。
B. 英語による表現までの流れ
本課各レッスン見開きの左ページ最上段には、写
真の人物・事物の紹介文（約80語）を載せました。
授業の導入がスムーズにいくように、Listening 

ComprehensionのT-F問題を3つ用意してありま
す。その下にG-file（文法項目の簡潔な説明）、
CHECK（確認のための問題）、Expression（追加の
例文）、名言コラム、One Point（日本人の英語学習
者が誤りやすいポイントに焦点をあてた正誤問題）
が続きます。右ページには、Ex-file（空所補充、語
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句整序、部分英訳の問題）の後にTry（各課の題材と
文法項目を使い、自分の意見を書いたり話したりす
るコーナー）が配されています。このコーナーでは、
下線部分を参考に自由英作文をしたり、ペアでの会
話をしたりして、コミュニケーション活動のなかで
重要表現の定着を図ります。

Speakingレッスンの場合、見開き左ページにス
ピーチまたはプレゼンテーションのモデルスクリプ
トを、右ページに「スピーチ／プレゼンでよく使わ
れる表現」と「質疑応答でよく使われる表現」を載
せてあります。そして、右ページの最下段に配され
たYour Turnで、自分の趣味についてのスピーチ原
稿や訪れてみたい国についてのプレゼン原稿を空所
補充形式でまとめます。
C. 到達目標
本課の到達目標は、トピックと関連した内容につ
いて、各レッスンの文法項目を活用して、ワン・セ
ンテンスで表現することです。またSpeakingでは、
スピーチおよびプレゼンの基本を把握したうえで、
指定されたテーマについて実際に英語で原稿をまと
めることが到達目標になります（Part 2も同じ）。
Part 2　応用編（パラグラフ・ライティング）
A. 構成
本課には、さまざまな機能表現（依頼、許可、忠
告、勧誘、賛成・反対など）を各課4ページ構成で
8レッスンに配置しました。

Toward Paragraph Writingには、「つなぎ表現」
や「言い換え」など、パラグラフを効果的にまとめ
るためのコツが示されています。Speakingのレッス
ンには、スピーチ・プレゼンの発展編を配置してあ
ります。
B. 英語による表現までの流れ
本課の第1ページのテクストには、可能な限り

authenticな英文を使用しました。第2ページのF-file

では、機能表現を含んだ listening comprehension

用のCHECKを配置してあります。第3・4ページに
かけてEx-fileの大問が5問あります。第5問は、各
課の表現テーマ（機能表現）を活用して空所補充す
ることにより、一つのパラグラフが完成されるとい
う仕組みになっています。最後に、自由英作文を課
すTRYのコーナーがあります。
C. 到達目標

Part 2本課の到達目標は、トピックと関連した内

容について、各レッスンの機能表現を活用してワン・
パラグラフで表現することです。大学入試の出題を
元にしたTRYでは、40～ 80語程度でワン・パラグ
ラフをまとめることを課しています。
Part 3　展開編（エッセイ・ライティング）
A. 構成

Part 3は、本課2レッスンと、新学習指導要領で
指定された「ディスカッション」「ディベート」を
含む2つのSpeakingレッスンで構成されています。
B. 英語による表現までの流れ
見開き4ページの第1ページにエッセイを載せ、
第2ページには例証や要約などに関する表現を含む
F-fileの他に、listening comprehensionを用意しま
した。第3・4ページに設けられた空所補充問題によ
り、エッセイの基本構成を確認できるように工夫し
てあります。

Speakingレッスンでは、第1・3・5ページに
Discussion /DebateのスクリプトとComprehen-

sionを載せ、第2・4・6ページにExpressions for 

Discussion/DebateとPracticeを配置し、段階的に
ディスカッションやディベートに必要な表現を使用
できるように編集してあります。
C. 到達目標
本課レッスンの到達目標は、エッセイの構成を把
握したり、要約文を作ったりすることです。さらに、
Speakingの2レッスンでは、ディスカッションと
ディベートの流れを具体例で確認してから、Practice

で役割を交替しながら、実際に英語で表現できるよ
うになることを到達目標としています。

おわりに

新学習指導要領は、「伝える能力」の育成を「英
語表現」の主眼とすべきであるとしています。しか
し、さまざまな条件の下で、「伝える能力」の育成
を中心に据えた授業に取り組むことは容易ではあり
ません。そこで私たちは、学習指導要領のねらいと
現場の先生方の声をつなぐ架け橋となるような教科
書作りを目指そうと心がけました。『CROWN English 

ExpressionⅠ・Ⅱ』は、中学・高校の教員が中心となっ
て編集しましたので、先生方のニーズに合致した教
科書ができたのではないかと自負しております。ご
一読いただけたら幸いです。


